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五
六

信
用
金
庫
法
第
八
十
九
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀

行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定

に
基
づ
き
、
信
用
金
庫
及
び

信
用
金
庫
連
合
会
が
そ
の
保

有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し
自

己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適

当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
た
め
の
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
六
111

五
七

協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業

に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行

法
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に

基
づ
き
、
信
用
協
同
組
合
及

び
信
用
協
同
組
合
連
合
会
が

そ
の
保
有
す
る
資
産
等
に
照

ら
し
自
己
資
本
の
充
実
の
状

況
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
件

二
六
111

五
八

信
用
金
庫
法
第
八
十
九
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀

行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定

に
基
づ
き
、
信
用
金
庫
連
合

会
が
そ
の
経
営
の
健
全
性
を

判
断
す
る
た
め
の
基
準
と
し

て
定
め
る
流
動
性
に
係
る
健

全
性
を
判
断
す
る
た
め
の
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
六
111

五
九

銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規

定
に
基
づ
き
、
銀
行
が
そ
の

経
営
の
健
全
性
を
判
断
す
る

た
め
の
基
準
と
し
て
定
め
る

流
動
性
に
係
る
健
全
性
を
判

断
す
る
た
め
の
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
六
111

六
〇

銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十

五
の
規
定
に
基
づ
き
、
銀
行

持
株
会
社
が
銀
行
持
株
会
社

及
び
そ
の
子
会
社
等
の
経
営

の
健
全
性
を
判
断
す
る
た
め

の
基
準
と
し
て
定
め
る
流
動

性
に
係
る
健
全
性
を
判
断
す

る
た
め
の
基
準
で
あ
っ
て
、

銀
行
の
経
営
の
健
全
性
の
判

断
の
た
め
に
参
考
と
な
る
べ

き
も
の
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
六
111

六
一

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
施

行
令
第
三
十
条
第
四
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
を

適
用
し
な
い
金
融
庁
長
官
の

権
限
を
定
め
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
六
111

〇
金
融
庁
、
財
務
省

二

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防

止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第

十
七
条
の
二
及
び
第
十
七
条

の
三
の
規
定
に
基
づ
き
国
又

は
地
域
を
指
定
す
る
件

二
六
111

〇
金

融

庁
、
財
務
省
、

経
済
産
業
省

一
三

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金

庫
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
株
式
会
社

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
そ
の

経
営
の
健
全
性
を
判
断
す
る

た
め
の
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
六
111

一
四

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金

庫
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
商
工
組
合

中
央
金
庫
が
そ
の
経
営
の
健

全
性
を
判
断
す
る
た
め
の
基

準
と
し
て
定
め
る
流
動
性
に

係
る
健
全
性
を
判
断
す
る
た

め
の
基
準
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
六
111

〇
金
融
庁
、
厚
生
労
働
省

一

労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀

行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定

に
基
づ
き
、
労
働
金
庫
及
び

労
働
金
庫
連
合
会
が
そ
の
保

有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し
自

己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適

当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
た
め
の
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
六
111

〇
金
融
庁
、
農
林
水
産
省

一
五

農
業
協
同
組
合
等
が
そ
の
経

営
の
健
全
性
を
判
断
す
る
た

め
の
基
準
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
六
111

一
六

漁
業
協
同
組
合
等
が
そ
の
経

営
の
健
全
性
を
判
断
す
る
た

め
の
基
準
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
六
111

一
七

農
林
中
央
金
庫
が
そ
の
経
営

の
健
全
性
を
判
断
す
る
た
め

の
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
六
111

一
八

農
林
中
央
金
庫
法
第
五
十
六

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
林

中
央
金
庫
が
そ
の
経
営
の
健

全
性
を
判
断
す
る
た
め
の
基

準
と
し
て
定
め
る
流
動
性
に

係
る
健
全
性
を
判
断
す
る
た

め
の
基
準
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
六
111

一
九

農
業
協
同
組
合
及
び
農
業
協

同
組
合
連
合
会
の
信
用
事
業

に
関
す
る
命
令
第
五
十
七
条

の
七
第
六
号
ハ
の
規
定
に
基

づ
き
所
属
組
合
と
特
定
信
用

事
業
代
理
業
者
の
利
益
が
相

反
す
る
取
引
が
行
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の
か
ら
除
か
れ
る
者
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
六
111

〇
こ
ど
も
家
庭
庁
、
厚
生
労
働
省

一

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
及
び

障
害
児
通
所
支
援
等
の
円
滑

な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の

基
本
的
な
指
針
の
一
部
を
改

正
す
る
告
示

一
九
106
四
五

〇
デ
ジ
タ
ル
庁

六

公
的
給
付
の
支
給
等
の
迅
速

か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
の

預
貯
金
口
座
の
登
録
等
に
関

す
る
法
律
第
十
条
の
内
閣
総

理
大
臣
が
指
定
す
る
公
的
給

付
を
定
め
る
告
示

二
特38

一

七

電
子
委
任
状
の
普
及
を
促
進

す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針

の
一
部
を
変
更
す
る
件

一
〇
98
二
二

八

公
的
給
付
の
支
給
等
の
迅
速

か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
の

預
貯
金
口
座
の
登
録
等
に
関

す
る
法
律
第
十
条
の
内
閣
総

理
大
臣
が
指
定
す
る
公
的
給

付
を
定
め
る
告
示

三
一
特44

一

〇
デ
ジ
タ
ル
庁
、
総
務
省

一
四

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

別
表
第
一
の
主
務
省
令
で
定

め
る
事
務
を
定
め
る
命
令
第

七
十
四
条
の
内
閣
総
理
大
臣

及
び
総
務
大
臣
が
定
め
る
事

務
を
定
め
る
告
示

二
特38

一


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